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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
２

１
回

 

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
(( ((
玉
置
辻

玉
置
辻

玉
置
辻

玉
置
辻
～～ ～～
山
在
峠

山
在
峠

山
在
峠

山
在
峠
)) ))
のの のの
交
差
点
検
巡
視

交
差
点
検
巡
視

交
差
点
検
巡
視

交
差
点
検
巡
視
    

◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
４

月
０

２
日

(
日

)
 

 
曇

り
一

時
晴

後
小

雨
 

 
 

◇
参

加
者

；
順
峰
班

順
峰
班

順
峰
班

順
峰
班
;; ;; 

沖
﨑

吉
信

、
豊

嶋
 

寛
、

山
川

治
雄

、
塩

川
真

武
、

 

江
頭

健
次

郎
。

５
名

。
 

逆
峰
班

逆
峰
班

逆
峰
班

逆
峰
班
:: :: 

川
島

 
功

、
濱

野
兼

吉
、

梶
野

照
雄

、
山

口
泰

宏
、

 

大
江

加
予

子
・

徳
子

、
上

村
洋

司
・

和
美

、
竹

中
卓

治
、

 

高
階

美
根

子
、

坂
口

雄
二

。
１

１
名

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

金
剛
多
和
班

金
剛
多
和
班

金
剛
多
和
班

金
剛
多
和
班
:: ::松

本
吉

殖
、

畑
林

秀
味

。
２

名
。

 
計

１
８

名
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

順
峰

班
順

峰
班

順
峰

班
順

峰
班

(( (( 山
在

峠
山

在
峠

山
在

峠
山

在
峠

→→ →→
玉

置
辻

玉
置

辻
玉

置
辻

玉
置

辻
)) ))     

例
年

６
～

７
名

の
参

加
者

で
あ

る
が

、
今

年
に

入
り

山
川

さ
ん

、
上

村
ご

 

夫
妻

が
加

入
さ

れ
た

上
に

今
回

、
坂

口
雄

二
(
６

３
才

・
宇

久
井

)
、

江
頭

健
 

次
郎

(
４

７
才

・
本

宮
町

)
さ

ん
か

ら
参

加
し

た
い

旨
電

話
を

頂
き

、
総

勢
１

 

６
名

の
大

人
数

と
な

っ
た

。
 

 
毎

回
、

玉
置

辻
→

本
宮

へ
の

一
方

通
行

で
あ

る
が

、
こ

う
な

る
と

回
送

者
 

の
確

保
は

無
理

な
の

で
、

交
差

登
山

し
か

な
い

。
 

 
当

日
朝

７
時

、
本

宮
世

界
遺

産
セ

ン
タ

ー
資

料
館

駐
車

場
に

１
６

名
が

揃
 

い
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

後
、

山
口

・
川

島
・

塩
川

車
に

乗
換

え
、

ス
タ

ー
ト

地
 

点
に

車
を

移
動

し
、

７
時

３
５

分
に

山
在

峠
を

出
発

し
た

。
 

初
参

加
の

江
頭

さ
ん

は
、

九
州

有
明

市
の

出
身

で
Ｉ

タ
ー

ン
さ

れ
、

現
在

 

本
宮

町
に

居
を

構
え

て
お

ら
れ

る
。

月
に

４
～

５
回

玉
置

神
社

へ
事

務
関

係
 

の
仕

事
に

出
仕

さ
れ

て
い

る
。

そ
の

ご
縁

か
ら

南
奥

駈
道

又
、

我
々

ぐ
る

ー
 

ぷ
に

も
関

心
が

あ
っ

て
初

参
加

さ
れ

た
様

だ
。

山
を

歩
く

こ
と

は
、

あ
ま

り
 

な
い

様
だ

。
 

予
定

通
り

進
み

第
二

鉄
塔

下
で

初
め

て
小

休
止

、
曇

り
空

で
展

望
も

良
く

 

な
い

。
大

黒
天

神
岳

も
通

過
、

こ
こ

ま
で

道
の

荒
れ

や
倒

木
も

な
い

。
 

山
川

さ
ん

は
、

新
調

の
チ

ェ
ン

ソ
ー

持
参

、
塩

川
・

江
頭

両
君

は
手

に
鎌

 

を
持

っ
て

い
る

が
出
番

な
し

。
 

先
も

き
れ

い
だ
ろ

う
と
思

っ
た
矢
先

に
(
金
剛
多

和
手
前

１
０

０
ｍ
位

の
 

地
点

)
直
径
約

２
５
㎝

の
松

の
倒

木
が

道
を
塞

い
で

い
る

。
さ

あ
ー
始

め
て

 

山
川

さ
ん

の
出
番

だ
。
チ

ェ
ン

ソ
ー

は
、
重
量
約
3
.
5
㎏

と
小
型

だ
が

、
馬

 

力
強

く
刃

も
す

る
ど

い
、

あ
っ

と
云

う
間

に
切
断

さ
れ
片
付
け

た
。

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
出

発
地

点
・

山
在

峠
 

 
金

剛
多

和
手

前
で

松
倒

木
処

理
 

金
剛

多
和

に
て

 
 

 

 
金
剛
多

和
で

１
０

分
程

休
憩

。
金
剛
多

和
の
役

行
者
石
像

を
祀

る
屋

根
は

、
 

上
切
原
区

で
修
復
す

る
と

の
事

で
あ

っ
た

が
、
手

が
付
け

ら
れ

て
い

な
い

。
 

さ
あ

ー
こ

こ
か

ら
五

大
尊

岳
の
急

登
で

あ
る

。
１

７
～

１
８

年
ぶ

り
の

登
 

り
で

、
先
週

の
前
鬼
・
牛
抱

坂
が
自

信
と

な
り

、
不
安

は
な

か
っ

た
が

や
は

 

り
し

ん
ど

い
、
最

後
尾

で
ど

う
に

か
付

い
て

行
っ

た
。
江

頭
君

は
山

登
り

が
、
 

初
め

て
の

様
で

心
配

し
た

が
元
気

で
問
題

な
い

。
 

 
１

０
時

３
０

分
、
不

動
明
王
石
像

の
あ

る
ピ

ー
ク

(
五

大
尊

岳
北
峰

)
に
着

 

い
た

。
 

果
無

山
脈

の
全
容

が
見

え
る
五

大
尊

と
は

、
五

大
明
王

の
事

で
不

動
明
王

 

を
中

心
に
降
三

世
明
王

、
軍
荼
利

明
王

、
大
威

徳
明
王

、
金
剛
夜
叉

明
王

を
 

指
し

、
果

無
山
脈

の
右

か
ら
石

地
力

山
、
公
門

の
頭

、
カ
ヤ
ノ
ダ

ン
、
主
峰

 

冷
水

山
そ

し
て
安
堵

山
と
並
列

し
て

い
る

様
子

を
五

大
尊

と
呼

ん
だ

と
は

、
 

山
彦

の
先
輩

・
坪

井
幸
生
氏

の
説

で
あ

る
。

 

五
大
尊

の
登

り
途

中
で

無
線

を
入

れ
た

ら
、
逆
峰
班

は
現

在
地

が
大
平
多

 

山
分
岐

と
の

こ
と

。
あ

ま
り

に
も
遅

い
何

か
あ

っ
た

の
か

心
配

に
な

る
、
五

 

大
尊

岳
辺

り
で
合
流

し
昼
食
す

る
の

は
無

理
だ
ろ

う
。
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五

大
尊

岳
か

ら
１

０
～

１
５

分
先

で
大
森

山
方
面

へ
「
オ

ー
イ
」

と
声

を
 

か
け

た
ら
「
オ

ー
イ
」

と
返
答

が
あ

っ
た

。
早

や
来

た
か

と
思

っ
た

ら
別

グ
 

ル
ー
プ

の
４

人
組

で
あ

っ
た

。
新

宮
市

や
南
牟
婁
郡

の
方

々
で

豊
嶋

さ
ん

も
 

良
く

ご
存
知

の
方

で
、

山
岳

ト
レ
イ
ル

の
グ
ル

ー
プ

で
あ
つ

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
    

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
倒

木
処

理
 

 
 

 
 

五
大

尊
岳

・
不

動
明

王
 

 
果

無
の

山
並

み
を

眺
め

る
 

 

 
そ

の
後

、
１

１
時

２
０

分
頃

に
逆
峰
班

と
合
流

。
水
呑
金
剛

に
立
寄

っ
た

 

為
、
遅

れ
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

 
順
峰
班

は
、
此
処

で
昼
食

。
逆
峰
班

は
昼
食

後
に
五

大
尊

岳
の

登
り

が
き

 

つ
い
為

、
五

大
尊

岳
で
昼
食
す

る
と

の
こ

と
で

、
車

の
鍵

を
交

換
し
別

れ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
    

    
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
五

大
尊

岳
を

越
え

て
昼

食
 

 
腐

倒
木

処
理

 
 

 
 

 
 

道
標

の
手

直
し

 
 

 
 

 
 

 

１
２

時
１

５
分

、
切

畑
辻

そ
し

て
篠
尾

辻
を

通
過

、
こ

こ
で

も
修
験
節
律

 

根
本

道
場
設

置
の

小
さ

な
ブ
リ
キ

道
標

を
手
直

し
(
数
箇
所

で
針
金

が
木

に
 

喰
い
込

ん
で

い
る

)
。
今

回
の

点
検
以
外

に
第

８
靡
・
岸

の
宿
跡

の
確
認

を
テ

 

ー
マ

と
し

た
が

、
五

大
尊

岳
を

登
り

き
っ

た
安
堵

か
ら
知

ら
な

い
う
ち

に
通

 

過
し

て
し

ま
っ

て
残
念

で
あ

る
。

 

大
森

山
へ

の
き
つ

い
登

り
も
何

と
か
ク
リ
ヤ

し
て

、
１

３
時

０
５

分
大
水
ノ

 

森
・
三
角

点
に
着

い
た

。
こ

こ
ま

で
来

た
ら

後
は

登
り

無
し

、
や
れ

や
れ

で
 

あ
る

。
そ

の
先

の
大
森

山
の
ピ

ー
(
1
0
7
8
m
)
着

、
此
処

は
玉

置
山
よ

り
２
ｍ

 

だ
け

高
い
所

だ
。

 

    
    

    

大
森

山
山

頂
に

て
 

 
 

大
ガ

レ
か

ら
の

篠
尾

集
落

    
 

 
 

 
 

 
 

 
玉

置
辻

到
着

！
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

こ
の
頃
よ

り
小

雨
が
降

っ
て
来

た
。
両
足

が
強
ば

る
心
配

か
ら
先

を
急
ぎ

、
 

１
４

時
２

０
分

玉
置

辻
に
着

き
、
宮

井
大
橋
経
由

の
４

２
分

で
本

宮
・
世

界
 

遺
産

資
料

館
駐

車
場

に
帰
着

し
た

。
 

こ
の

点
検
巡
視

で
①

倒
木
処

理
；
３
箇
所

３
本

。
②

道
標
手
直

し
；
４
枚

。
 

を
行

っ
た

。
そ

の
他

、
道

の
崩

れ
な
ど

大
事

(
お

お
ご

と
)
な

し
。

    

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
(( ((
順
峰
班

順
峰
班

順
峰
班

順
峰
班
)) ))
    

本
宮

・
世

界
遺

産
資

料
館
Ｐ
7
:
1
0
→→ →→
7
:
2
5
山

在
峠
7
:
3
5
→
9
:
0
0
金
剛
多

和

→
1
0
:
3
0
五

大
尊

岳
北
峰

→
1
1
:
2
0
逆
峰
班

と
合
流

(
昼
食

)
→
1
2
:
1
5
切

畑

辻
→
1
3
:
0
5
大
水
ノ
森

・
三
角

点
→

大
森

山
(
1
0
7
8
m
)
→
1
4
:
2
0
玉

置
辻

1
4
:
3
0
→→ →→
1
5
:
1
0
本

宮
・
世

界
遺

産
資

料
館
Ｐ

。
(
記
；
沖
崎

、
写

真
；
塩

川
)
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逆
峰
班

逆
峰
班

逆
峰
班

逆
峰
班
(( (( 玉

置
辻

玉
置
辻

玉
置
辻

玉
置
辻
→→ →→
山
在
峠

山
在
峠

山
在
峠

山
在
峠
)) ))
    

玉
置

山
を
境

に
し

て
吉

野
か

ら
熊

野
に
変
わ

る
。

吉
野
権

現
は
熊

野
権

現

と
な

る
。
多

分
南

無
熊

野
大
権

現
と
称

え
る

の
だ
ろ

う
。

今
回

は
順
峰
班

と

逆
峰
班

に
分

か
れ

て
の

交
差
踏
査

と
な

る
。
私

た
ち

１
１

名
は

、
逆
峰
班

で

沖
﨑

・
山

川
車

に
分

乗
し

、
玉

置
辻

か
ら

出
発

し
て

山
在

峠
を
目
指
す

。
 

奧
駈

道
に

入
る

と
す

ぐ
に
梅
花
黄
蓮

の
白

い
可
憐

な
花

が
迎

え
て

く
れ

る
。

森
林

を
代
表
す

る
花

で
、
湿
度

が
適

当
に

保
た

れ
る

林
床

に
生

え
、
適

当
な

日
差

し
も
必
要

な
た

め
、
森

林
荒
廃

や
開

発
の
影
響

で
随

分
少

な
く

な
っ

て

い
る
貴
重

な
花

で
あ

る
。

ま
だ

、
こ

の
奧

駈
道

の
傍

ら
に

は
数
多

く
見

ら
れ

心
が

和
む

と
共

に
、

今
年

も
ま

た
こ

の
花

に
あ

え
た

と
い

う
安
堵
感

で
春

の

到
来

を
感
じ

た
。

 

梅
花
黄
蓮

の
小

さ
な
群
落

か
ら
少

し
進
む

と
、
奧

駈
道

の
石
垣

が
崩

れ
そ

う
で

、
杖

を
突

っ
込
む

と
深

く
入

っ
て

い
き

、
中

の
土

が
流

出
し

て
い

る
箇

所
が

あ
り

、
機
会

を
見

て
補
修

の
必
要

が
あ

り
そ

う
だ

が
、

今
回

は
点
検

に

留
め

通
過
す

る
。

 

    
    

    
    

    

資
料

館
Ｐ

で
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
 

 
小

径
倒

木
処

理
 

 
水

呑
金

剛
分

岐
道

標
 

 川
島
・
大

江
さ

ん
以
外

は
、
奧

駈
道

か
ら

分
か

れ
第

九
番
靡
「
水
呑
宿

( 水

呑
金
剛

) 」
へ

、
か
つ

て
は

こ
の
「
水
呑
宿
」
の
ル

ー
ト

が
正
式

な
奧

駈
道

で

あ
っ

た
ら

し
い

。
途

中
、

ト
ラ
バ

ー
ス

道
が
崩

れ
て

い
る
箇
所

が
あ

っ
た

。
 

分
岐

か
ら
約

１
５

分
で
「
水
呑
宿
」
に
着

く
。「
水
呑
宿

 
真
済
僧
正

遺
跡
」

奧
駈

の
碑

や
「
善
女
龍
王
」「
金
剛
慈
悲
童

子
」
な
ど

の
石
碑

が
並

ん
で

い
る

。
 

周
辺

は
平

で
宿
舎
跡

が
あ

っ
た
よ

う
な
広

い
敷

地
跡

が
確
認

で
き

る
。
石

碑
周
辺

の
木

の
枝
等

の
落

下
物

を
取

り
払

い
き

れ
い

に
し

て
、
阪

口
さ

ん
の

般
若

心
経

で
勤

行
を

行
う

。
 

「
水
呑
宿
」

は
、

か
つ

て
清
水

に
恵

ま
れ
熊

野
の
修
験

者
が
滞

在
し

て
修

行
し

た
宿
所

。
篠
尾

か
ら

の
物

資
の
支
援

・
補
給

を
う
け

た
よ

う
だ

。
し

か

し
今

は
清
水

も
な

く
、
単

な
る
涸
沢

が
残

っ
て

い
る

だ
け

で
あ

る
。

 

    
    

    
    

大
平

多
山

分
岐

手
前

の
腐

倒
木

の
処

理
前

・
処

理
後

 
 

大
平

多
山

分
岐

に
て

 

    

道
に
戻

り
今

回
の
コ

ー
ス
最

大
の
植

林
帯

の
急

登
で

、
息

も
絶

え
絶

え
必

死
で

登
る

。
大
平
多

山
へ

の
分
岐
手
前

に
倒

木
が

あ
り

、
川

島
さ

ん
が

チ
ェ

ン
ソ

ー
で
処

理
さ

れ
た

。
 

大
平
多

山
分
岐

に
到
着

。
こ

こ
で
「
水
呑
宿
」

に
行

か
ず
先

行
し

た
組

と

合
流

し
、

ま
だ

ま
だ

登
り

が
続

く
大
森

山
の
北
峰

(1
0
7
8
m

) へ
。

高
さ

は
こ

ち
ら

の
方

が
高

い
が

、
三
角

点
( 点

名
; 大
水
ノ
森
・

1
0
4
5
.2

m
) は

、
 
低

い
方

に
あ

る
。

大
森

山
山

頂
で
逆
峰
班

の
記
念
撮
影

。
 

突
然

ト
レ
イ
ル
ラ

ン
の

グ
ル

ー
プ

( 男
性

３
名
女
性

１
名

) が
や

っ
て

く
る

。

吉
野

か
ら
熊

野
本

宮
迄

５
月

１
３

日
～

１
４

日
に

行
わ

れ
る
レ

ー
ス

の
試
走

ら
し

い
。
梶

野
さ

ん
の
知

人
ら

し
く

当
日

は
応
援

に
駆
け
つ
け

る
と

の
こ

と
。
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大
森

山
へ

の
登

り
 

 
大

森
山

山
頂

・
逆

峰
班

 
 

大
水

ノ
森

・
三

角
点

 

 こ
こ

か
ら
切

畑
辻

ま
で

は
急

な
下

り
で

あ
る

。
倒

木
も

な
く

、
下

り
を
傍

ら
の

木
を
掴

み
な

が
ら
滑

ら
な

い
よ

う
に
気

を
使

っ
て

下
る

。
    

    
    

    
    

    

旧
捲

道
分

岐
(
歩

行
不

可
)
 

 
 

 
 

切
畑

辻
で

小
休

止
 

 下
っ

た
所

が
旧
捲

道
分
岐

( 歩
行
不
可

) で
あ

る
。
直

ぐ
に
碑
伝

が
置

か
れ

て
い

る
場
所

が
あ

り
、

な
ん

で
こ

ん
な
所

に
と
不
思
議

に
思

っ
て
帰

っ
て

調

べ
る

と
第
八
靡
「
岸

の
宿
」
で

あ
る

。
同
じ
靡

き
で

も
存

在
感

の
あ

る
靡

と
、

存
在
感

の
薄

い
靡

が
あ

る
の

で
は

と
不
思
議

に
思

う
。

 

切
畑

辻
で

小
休

止
。

無
線

で
順
峰
班

と
連
絡

を
と

る
と

、
五

大
尊

岳
を

過

ぎ
た

と
の

こ
と

。
切

畑
辻

を
過
ぎ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

の
間

を
歩

く
、
程

な
く
順
峰

か
ら

の
班

と
出
会

い
、

お
互

い
置

い
て

き
た

車
の
キ

ー
を

交
換

し
、
逆
峰
班

は
五

大
尊

岳
山

頂
で
昼
食

を
と

る
た

め
別

れ
る

。
 

急
な
岩
混
ざ

り
の
尾

根
を

登
る

と
第
七
番
靡
「
五

大
尊

岳
北
峰
」
で

あ
る

。

こ
こ

の
不

動
明
王

は
２

０
０

５
( 平
成

１
７

) 年
５

月
に
台
座

を
残

し
行

方
不

明
に

な
り

、
新

た
に
設

置
さ

れ
た
石
像

で
あ

る
。
狭

い
尾

根
に
並

ん
だ
昼
食

。。 。。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
    

    

両
班

と
交

差
合

流
 

 
 

 
五

大
尊

岳
北

峰
 

 
 

五
大

尊
岳

北
峰

で
昼

食
 

    
    五

大
尊

岳
北
峰

か
ら
急

下
降

し
て

登
り
返
す

と
五

大
尊

岳
南
峰

(8
2
5
m

)

で
あ

る
。
此
処

か
ら
金
剛
多

和
に
向
け

て
出

発
。

こ
の
間

は
一
気

に
３

０
０

㍍
程
急
峻

な
下

り
が
続

く
、
金
剛
多

和
に
着

く
と

畑
林

秀
味

、
松

本
吉

殖
の

両
氏

が
「
役

の
行

者
石
像
」

が
安

置
さ

れ
て

い
る
石
室

の
屋

根
の
補
修

に
見

え
、

仕
事

を
終

え
た
ば

か
り

の
よ

う
で

あ
っ

た
。

 

今
回

初
め

て
じ

っ
く

り
と
役

行
者

を
見
つ

め
て

、
こ

の
役

行
者

は
微
笑

ん

で
い

る
。
こ

の
役

行
者

を
彫

っ
た
石
工

の
方

の
人
間
像

が
現

れ
て

い
る

の
か

、

凛
と

し
て
厳

し
さ

の
な

い
役

行
者

も
ま

た
優

し
さ

や
癒

し
を
与

え
て

く
れ

る

安
心
感

が
あ

る
。
金
剛
多

和
は

第
六
靡

で
、
六
堂
ノ

辻
と

も
呼
ば

れ
冥

界
へ

の
入

り
口

だ
そ

う
で

あ
る

。
二

人
は
切

畑
に

下
る

と
の

事
で

、
全
員

で
記
念

写
真

を
撮

り
別

れ
る

。
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金
剛

多
和

(
松

本
・

畑
林

氏
出

迎
え

)
に

て
 

 
 

 
 

 
金

剛
多

和
の

水
場

 
 

 

雨
が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ

と
落
ち
始

め
て

く
る

が
、
私

た
ち

は
大

黒
天

神
岳

に

向
か

う
。
途

中
奧

駈
道

か
ら
外

れ
、

鉄
塔
巡
視
路
途

中
に

あ
る
金
剛
多

和
の

水
場

の
確
認

に
行

く
。
青

木
・

梶
野

さ
ん

が
コ

ン
ク
リ

ー
ト

で
取
水

口
を
固

め
、
簡
単

に
水

を
汲
む

こ
と

が
で

き
る

。
今

の
渇
水
期

で
も
水

は
涸

れ
る

こ

と
な

く
流

れ
て

い
た

。
 

大
黒

天
神

岳
山

頂
( Ⅱ
△

5
7
3
.9

m
) は

第
五
靡
「

大
黒

岳
」

で
あ

る
。

 

し
か

し
、

山
頂

に
は
碑
伝

が
置

か
れ

て
い

る
だ
け

で
、
靡

を
象
徴
す

る
も

の
は
何

も
な

い
。
最

後
の

山
在

峠
を
目
指

し
て

下
る

。
 

熊
野

川
が

大
き

く
蛇

行
し

て
右
手

に
本

宮
町

や
大
斎
原

が
、
左
手

に
敷
屋

、

篠
尾

が
見

え
る

。
小

雨
の
降

り
出

し
雷

が
鳴

り
出

し
、
気
温

も
下

が
り

は
じ

め
る

が
、
雨

は
た

い
し

た
こ

と
な

く
山

在
峠

(2
6
5
m

) に
着

く
。
こ

こ
に

は
宝

篋
印

塔
が
建

っ
て

い
る

が
靡

で
は

な
い

。
 

今
回

の
踏
査

は
倒

木
を

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

一
回

、
あ

と
小
径

木
の

木
々

を
ノ

コ
ギ
リ

で
処

理
し

た
の

み
で

、
手
間
取

る
こ

と
な

く
順

調
に
踏
査

し
た

。
 

上
村

洋
司

さ
ん

が
剪

定
鋏

で
突

き
出

た
小
枝

を
最

後
ま

で
切

り
続
け

て
下

さ
っ

た
、
結

構
大
変

だ
っ

た
だ
ろ

う
。

無
理

を
し
す
ぎ

て
明

日
の

仕
事

は
大

丈
夫

な
の

か
と

心
配
す

る
が

、
こ

ん
な
経
験

も
無
駄

で
は

な
い

は
ず

で
あ

る
。
 

 
 

    
    

    
    

    

シ
ダ

が
刈

ら
れ

た
大

黒
天

神
岳

 
山

在
峠

石
祠

 
 

 
資

料
館

Ｐ
に

順
峰

班
の

車
到

着
 

 今
回

の
行
程

は
急
峻

な
上

り
下

り
が
続

く
、
厳

し
い

行
程

で
あ

っ
た

。
 

滑
っ

て
尾

て
い
骨

を
打
撲

し
た

方
も

お
ら

れ
た

が
、
概
ね
順

調
に
活

動
を

終
え

た
。
本
格
的

な
登

山
シ

ー
ズ

ン
を
迎

え
、
行
仙
宿

か
ら

本
宮

ま
で

の
奧

駈
道

は
倒

木
等

の
処

理
を
終

え
、
崩
落
等

の
箇
所

も
な

く
通

る
事

が
出
来

る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
宮

世
界

遺
産

資
料

館
に
戻

り
、
本

日
の
踏
査

の
報
告

を
行

い
解
散

し
た

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
(( ((
逆
峰
班

逆
峰
班

逆
峰
班

逆
峰
班
)) ))
    

6
:
4
5
本

宮
・

世
界

遺
産

資
料

館
Ｐ
7
:
1
0
→→ →→
7
:
5
0
玉

置
辻
8
:
0
0
→
8
:
2
5
水
呑
金

剛
分
岐

→
8
:
4
0
水
呑
宿

→
9
:
0
0
水
呑
金
剛

分
岐

→
9
:
4
0
大
平
多

山
分
岐
9
:
4
5

→
1
0
:
0
5
大
森

山
(
1
0
7
8
m
)
→
1
0
:
2
0
大
水
ノ
森

(
Ⅲ
△
1
0
4
5
.
2
m
)
→
1
0
:
5
0
旧

捲
道

分
岐

→
岸

の
宿
跡

→
篠
尾

辻
→
1
1
:
0
0
切

畑
辻
1
1
:
1
0
→
1
1
:
2
0
順
峰
班

と
合
流

→
1
1
:
4
5
五

大
尊

岳
北
峰

(
昼
食

)
1
2
:
1
5
→
1
2
:
2
5
五

大
尊

岳
南
峰

(
8
2
5
m
)
→
1
3
:
2
5
金
剛
多

和
1
3
:
3
5
→
金
剛
多

和
水

場
往
復
1
3
:
4
5
→
1
4
:
0
0
大

黒
天

神
岳

(
Ⅱ
△
5
7
3
.
9
m
)
→
1
4
:
2
0
尾

根
鉄

塔
→
1
4
:
5
0
山

在
峠
1
4
:
5
5
→→ →→

1
5
:
1
0
世

界
遺

産
資

料
館
Ｐ
1
5
:
3
0
(
解
散

)
。

 
 

 

 
 

 
 

(
記

；
濱

野
、
写

真
；

川
島

・
梶

野
)
 


